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　乳児多発性汗腺膿瘍、伝染性膿痂疹、ブドウ球

菌性熱傷様皮膚症候群（SSSS）は小児に多い細

菌感染症です。これらの疾患は黄色ブドウ球菌が

原因となることが多く、通常は抗菌薬の投与が行

われます。しかし、現在MRSAの増加が著しく、皮膚科外来で分離さ

れる黄色ブドウ球菌の20～40％がMRSAであるといわれていま

す。そこで講演2では、小児皮膚感染症についてMRSA感染や合併

症に対する治療法も交えてお話しします。




